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第３次秦野市環境基本計画
について

作業期間：令和元（2019）年８月 － 令和３ （2021）年３月

施行期間：令和３（2021）年４月 － 令和１３（2030）年３月

令和２年７月１６日

秦野市環境産業部環境共生課

資料１-１



これまでのおさらい
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１．計画の目的と策定方針

 第1次計画（平成12年3月）
本市の恵みある自然を守り、地域の環境問題に責任を持って対処するため、地球規模に及ぶ環境への影響を視野に入れ、市民・

事業者・各種団体等が一体となって秦野の環境を後世に継承していくことを目的に策定。

 第2次計画（平成23年3月）
第1次産業から第3次産業まで広く環境にかかわる事業活動が注目され、産業構造の変化に対応した総合的な環境施策が重要とな

ったことから、身近な生活環境から自然環境、地球規模の環境問題を視野に入れたまちづくりを目指すため策定。

 第3次計画（令和3年3月施行）
「将来テーマ」は第2次計画の踏襲を前提に「望ましい未来像」も大幅な改定は行わないものとする。

一方で、「基本施策や具体的取組」については、パリ協定の遵守など世界共通の理念と社会情勢、及び社会潮

流を反映（着眼ポイントの追加）した内容となるように策定。

２．着眼ポイント
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【将来テーマ】

みんなではぐくむ 豊かな自然と活力あるまち

望ましい未来像２

低炭素型社会の実現
を目指して

望ましい未来像３

循環型社会の実現
を目指して

望ましい未来像４

快適な都市空間の実現
を目指して

望ましい未来像１

自然共生社会の実現
を目指して

全体にかかる事項

環境学習などによる人材育成と協働・連携による推進体制づくり
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３．計画の特長と手法

 ラベリングによる『見える化』
計画体系（基本施策や具体的取組等）について、①ＳＤＧｓ、②地域循環共生圏、③気候変動適応策の関係性を明記（ラベリン

グ）し、施策の展開が各着眼ポイントを意識した取組みであることを「見える化」する。

 フォアキャスティング・バックキャスティングによる取組みの検討
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未来のある時点に目標を設定し、そこから振り返
って現在すべきことを考える方法。
地球温暖化防止や持続可能な社会の実現などに対
し、従来の方法や考え方では、なかなか答えが見
つからない問題を議論したり、解決策を見つける
ために有効とされる。

今出来ることを積み上げていくため、当面の対策の確
実性は比較的高くなる。
一方、出来そうにない対策は採用されないなどアプロ
ーチとして硬直しやすく、また、その方向は時々の外
的要因に影響を受けやすいことから遠い目標が定まり
にくいといった弱点がある。

この２つのアプローチ方法

を意識しながら、状況・
段階に応じた使い分け
を行う。



４．事務スケジュール

令和元年度 令和２年度

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境審議会 ■ ■
■

▲ ★

庁内会議 ● ● (●)

庁議・
各課照会等

● ● ● ● 庁 ● 庁

市民意見 Ｗ Ｗ
● ●

ＷＳの
実施

Ｐ

■…通常会議／★…通常会議（諮問・答申）／▲…中間報告及び意見聴取（書面等）Ｗ…ｳｪﾌﾞｱﾝｹｰﾄ／Ｐ…ﾊﾟﾌﾞｺﾒ
庁…政策会議・部長会議・議員連絡会

無作為抽出による

アンケート
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成果の反映を考慮し、上旬での実施
を検討、難しい場合は中止する

進行管理の評価
素案（市民意見等
反映）の協議7/16

原案の確認骨子案の協議



第3次計画の体系について【協議】
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・資料１-２：計画体系の見直し

・資料１-３：体系図の見直し

・資料１-４：体系図（詳細）の整理

・資料１-５：第２次計画進行管理シート【評価結果】

・資料１-６：地球温暖化対策における法体系別計画の整理



地球温暖化対策における法体系別計画の整理

計画等

秦野市環境基本計画【第3次】

令和3（2021）年度～令和12（2030）年度

条例 秦野市環境基本条例 平成12（2000）年施行

地球温暖化対策実行計画【区域施策編】

地球温暖化対策実行計画【事務事業編】

秦野市再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰに関する基本指針

気候変動適応策

秦野市地球温暖化対策地域推進計画
令和4（2022）年度～令和12（2030）年度

法律 環境基本法 地球温暖化対策推進法 気候変動適応法

法律 環境基本法 地球温暖化対策推進法

条例 秦野市環境基本条例 平成12（2000）年施行

計画等

秦野市環境基本計画【第2次】

平成28（2016）年度～令和2（2020）年度

地球温暖化対策実行計画【事務事業編】

平成29（2017）年度～令和3（2021）年度秦野市再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰに関する基本指針
平成30（2018）年度施行

地球温暖化対策実行計画【区域施策編】

※施行期間は「環境基本計画」と同じ

現
行

改
定

再 構 成

【主要な改定ポイント】
①－現行体系を解消し、環境基本法体系は環境基本計画の

みの位置付けとする。
②－地球温暖化対策推進法体系は、地球温暖化対策に特化

（関連計画等を集約）した分野別計画として展開する。
③－気候変動適応法体系は、②計画に包括できるとの法解

釈を適用する。

分
野
別
計
画

と
し
て
展
開

包括されている

① ②

②①

③

連 携
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第3次計画の体系について【協議】
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・資料１-２：計画体系の見直し

・資料１-３：体系図の見直し

・資料１-４：体系図（詳細）の整理

・資料１-５：第２次計画進行管理シート【評価結果】

・資料１-６：地球温暖化対策における法体系別計画の整理



５．体系図の見直し（資料1-3）
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1．森・水・緑の環を守り、育み、生かすまち
　　～共生型社会の実現を目指して～

1.学びの場と環境に対する意識や行動の醸成

2.環境情報のネットワーク化の推進

基
本
施
策

基
本
施
策

1.“うるおい”や“ゆとり”あるまちづくり

2.各種公害対策の推進

■ 協働で広げる多様な主体が輝く推進体制づくり

基
本
施
策

1.森林や里地里山の保全再生と活用
2.地下水や里川の保全と利活用

3.農地の保全再生と活用
4.生態系の保全と再生

2．地球環境の保全に地域から取り組むまち
　　～脱炭素型社会の実現を目指して～

1.地球温暖化対策の推進

2.省資源及び省エネルギーの促進、エネルギー転換の
　促進

3．ごみの減量・資源の循環による環境負荷が小さいまち
　　～循環型社会の実現を目指して～

1.３Ｒ（廃棄物の抑制・再利用・再資源化）の推進

2.廃棄物の適正処理と環境美化の推進

気候変動などによる地球環境の変化に『そなえる』

環境・文化を守り、持続可能な形で次世代に『つなげる』

市・市民・事業者等が協働できる組織や仕組み、意識を『はぐくみ』、気候変動などのよる地球環境への脅威や変化に『そな

え』、秦野の環境や文化を守り持続可能な形で次世代に『つなげる』

環

境

未

来

像

を

支

え

る

事

項

【将来テーマ】　(調整中)みんなではぐくむ豊かな自然と活力あるまち

着
眼
ポ
イ
ン
ト

『ＳＤＧｓ』
への貢献

『地域循環共生圏』
の構築

『気候変動』
への適応

社会潮流を取り入れた『着眼ポイント』を掲げ、具体的取組を実行し環境未来像の実現を目指します。

基
本
施
策

基
本
施
策

4．住み良さと豊かな自然が調和した清々しいまち
　　～安全で快適な都市空間の実現を目指して～

目

指

す

秦

野

の

環

境

未

来

像

横

断

的

視

点

環境を支える組織や仕組み、意識を『はぐくむ』

つなげる

はぐくむ

そなえる

社会潮流を踏まえたポイント

環境課題を横断的かつ持続的に捉えながら各種の取組みを
推進していく３つの視点

市・市民・事業者等との協働・連携により展開される取組

数値目標の達成や適切な進行管理を図りながら、それぞれの環境未
来像、ひいては将来テーマの実現に取り組むもの。
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